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内容要旨 
目的：現在、歯面コート材が数多く開発され幅広く臨床利用されている。
しかしコート材の研究は決して多いとはいえず、理工学的物性に関しての
ものが大半である。また、SS-OCTも歯科分野での応用は初期段階の為、
不明な点が多い。そこで本研究では、９種類の市販歯面コート材を象牙質
表面に塗布し、試作光干渉断層装置（Swept -Source Optical Tomography, 
以下 SS-OCT）を用いて象牙質表層の観察を行い、検討した。 
材料と方法：観察には新鮮ヒト抜去大臼歯を用いた（昭和大学医の倫理委
員会承認番号 2011-016)。ヒト抜去大臼歯隣接面歯頸部の象牙質面を露出
させ、耐水研磨紙粒度＃600（Struers）にて研磨し平面に仕上げた。イー
ライズコンディショナー(Pentron)にて歯面処理を行った後、それぞれの
メーカー指示に従ってコート材を塗布した。光照射の必要なコート材は
G-LightPrima（GC）にて光照射した。 
使用したコート材はナノシール(以下 NS）、MSコート ONE(以下 MS)、ティ
ースメイトディセンシタイザー(以下 TD)、シールドフォースプラス(以下
SF)、バリアコート(以下 BA)、G コート(以下 GC)、ビスカバーLV(以下 LV)、
ビューティコート(以下 BC)、ホワイトコート(以下 WC)の 9 種類である。
調整の完了した試片はただちに SS-OCT を用いて塗布面の観察を行った。 
成績：非レジン系コート材である NS・MS・TDでは、塗布前と塗布後を比
較すると象牙質表層のどの部位においても大きな反射光の変化はみられ
なかった。レジン系コート材である SF・BA・GC・LV・BC・WC では、塗布
後の象牙質表層に光の反射強度の減弱が確認された。統計学的分析を行っ
た結果、塗布前と塗布後の反射強度の値の差を比較すると、非レジン系の
NS・MS・TDはレジン系の SF・GC・LV・BC・WCに対し有意差があった(p<0.05)。
しかし、レジン系の BAのみ非レジン系の NS・MS・TD に比較し、有意差が
なかった(p>0.05)。 
結論：試作 SS-OCT では、レジン系のコート材を明瞭に観察することが出
来た。表層の厚みが約 10μm 以上あると SS-OCTによる観察が可能だと考
えられる。 
